




（平成 28 年 11 月 17 日受付 /平成 29 年 1 月 27 日受理）
要約：本研究では，新研究棟の建築計画が進められている東京農業大学世田谷キャンパスのユリノキ広場を
対象地とし，拡張現実（Augmented Reality : AR）技術を用い，スマートフォンのカメラ機能を用いてユ
リノキ広場に仮想の新研究棟の 3DCG モデルを表示させることで新研究棟竣工時の景観シミュレーション
を行った。新研究棟には現状の 2 号館，7 号館，10 号館，11 号館，13 号館，18 号館に属する各学科の研究
室や演習室等が移転する予定である。そのため，それら現状の建物の延床面積の総計を算出し，新研究棟の
延床面積はその値を上回るように設定して3DCGモデルの作成を行った。また，新研究棟の外観形状には様々
















































農学部のみだった学部編成を 6 学部 19 学科に改組し，平
成 12（2002）年には大学院も開学した。このように学科
の改編や大学院開学を経てきたが，世田谷キャンパスにあ
















平成 23（2011）年に現 1 号館がそれぞれ竣工し，建物の
建て替えが進められてきた7）。
　図 1 は平成 28（2016）年 5 月現在のキャンパス平面図
であるが，キャンパス内の南に本研究の対象地であるユリ
ノキ広場がある。ユリノキ広場の大きさは南北約 48 m，








　本研究では新研究棟の 3D モデル作成において，3D モ
デリング用フリーウェアである Google SketchUp を用い






























アの総延床面積が 51,840 m2 となり，延床面積を確保する
ことができる。また，各フロアの高さについては，1 号館
や農大アカデミアセンターと同等とし，1 階を 4 m，2 階




　モデル 2 は建物を 2 棟並列させるモデルである。このモ
デルは 11 階建てとすることで全フロアの総延床面積が
51，840 m2 となる。なお，2 階でペデストリアンデッキと
接続することを考慮し，1 階は 2 棟共通のフロアとして，
2 階以上の上層部を西棟，東棟の 2 棟で構成する形とした。
各フロアの高さについてはモデル 1 と同様に設定し，全高
を 2 棟共に 39.0 m とした。図 4 に作成したモデル 2 の
3DCG モデルを示した。
c）　モデル 3（コの字型）
　モデル 3 はモデル 1 を基本として，北側中央部を切欠い
て上空からの外観をカタカナの「コ」の字型とするモデル
である。このモデルは 10 階建てとすることで全フロアの
総延床面積が 51，840 m2 となる。各フロアの高さや，ペ
デストリアンデッキとの接続についてはモデル 1 と同様と










積はモデル 1 のおよそ半分となるため，階数を 18 階建て
とすることで総延床面積 51，840 m2 を確保し，結果とし
て建物の全高は 67.0 m となった。図 6 に作成した 3DCG
図 3　3DCG モデル（モデル 1）
図 4　3DCG モデル（モデル 2）
図 5　3DCG モデル（モデル 3）






解体された旧 1 号館はこれと同様の形であり，モデル 5 は
旧 1 号館を踏襲したモデルでもある。このモデルの 1 フロ
アあたりの延床面積，各フロアの高さ，階数および全高は
モデル 2 と同様である。図 7 に作成した 3DCG モデルを
示した。
4．　ARによる 3DCGモデルの表示
　以上のとおり作成した新研究棟の 3D モデルを OBJ 形
式にて出力し，AR によってユリノキ広場へ表示させるこ
ととした。AR は，2 次元マーカの使用の有無によってマー







リーウェアである Metaio Tool Box および Metaio Creator
を用いた。また，Metaio Creator で作成した AR プロジェ
クトをスマートフォンで表示させるためのツールとして，
スマートフォン用の AR ブラウザである Junaio を用いた。

















作成する PC 用ソフトである Metaio Creator へ取り込む。
特徴点はマーカとしての役割を持つため，図 9 に示したよ
うにこの特徴点と AR で表示させる 3DCG モデルとを対














とのできる世田谷キャンパス 18 号館 9 階から新研究棟の
図 7　3DCG モデル（モデル 5） 図 8　AR 表示のフロー
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各 3DCG モデルを AR 表示させて景観シミュレーション
を行った。AR 表示したスマートフォン画面のスクリーン
ショットを図 11 に示した。以下，考察について述べる。



















図 9　特徴点と 3DCG モデルの対応付け
図 10　スマートフォンによる AR 表示

































期 計 画　 策 定〈http://www.nodai.ac.jp/plan/index.html〉
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Summary：There is a plan to construct a new building at Yurinoki square in the Setagaya campus of 
TUA. Some landscape simulations of completion of the construction were attempted by using augmented 
reality (AR) techniques with smartphone. The new building will assemble all faculties of Setagaya campus 
distributed in buildings numbered as No.2, 7, 10, 11, 13 and 18. Therefore, total floor area of these 
buildings were accumulated, and 3DCG modelings of the new building were predictively designed under 
the constraint that the floor area of new building will be wider than the present condition. Moreover, in 
order to envision some exterior of the new building, the landscape simulations were performed by using 
5 different 3DCG models designed by this study. As a result, the realizable landscape simulations for 
construction of the new building were realized, and confirmation of views and impressions became 
effectively possible by the present method.
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